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■正確な時計がない
地球上で本船線身の位置を知るには、基準となる 15世紀末、大航海時代の初めコロンブスの航海の
出発地点から東西方向へどれだけ航行したか、すな 頃には、すでに緯度の測定が行われていた。時刻の
わち経度と、南北方向へ何程移動しているか、要す 基準点（母港）の時刻は砂時計か水時計で決められ
るに緯度、を矧らなければならない。緯度は、たと たという。
えば北半球であれば、北極星などの仰角を測ること 砂時計／水時計のための専任の水夫がいて航海中
によって求められる。 ただひたすら砂時計／水時計をひっくり返していた
しかし経度は、天体を観測しても、出発地点との のだろう。
時間差が分からないと求められない。
コロンプスの新大陸発見：トスカネリの地球球体説を信じて大西洋を一路西へ、インドを目指して航海を続けたコロンプスは1492
年12月12日、現在のカリプ海サン・サルバドール島に到達した。彼は目的のインドに着いたと信じて疑わなかった。
この絵は、歓呼の声をあげるサンタマリア号の乗組員たちを描いたプルガータの油彩画の部分（マリアノ・クエスタ・ドミンゴ著、
増田義郎／竹内和世訳『航海と探検の世界史』原書房、 1995)
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■傷を負わされた「お犬さま」
また真偽のほどはともかく、出港前に手傷を負わ
された犬が航海中も“傷を負った時刻に鳴<”とい
うので、哀れな「お犬さま」が積み込まれたことも
あったらしい。
それにしても、時刻の測定誤差が 1秒なら、赤道
上では距離にして500メートル弱、誤差が 1分なら
30キロメートル弱の誤差を生じるのだから、砂時計
あるいは「お犬さま」を頼りにする航海の苦労は、
察するに余りある。
＼ 
あわれな「お犬さま」 ：出港前に手傷を負わされた犬は航
海中も“傷を負わされた時刻に鳴ぐ＇という。
■推測航法も併用して
大航海時代のヨーロッパで磁気コンパスはすでに
開発されていたから、航行速度と時間がわかれば東
西南北どの方角にどれだけの距離を航海したかは知
れる。この速度と進路から位置を推測する推測航法
が航海に用いられていた。速度は丸太 (Log)を流
して、舷側に刻んだ距離のマークあるいは丸太に付
けたロープの等間隔の結び目の数で距離を、上記の
砂時計／水時計、あるいは呪文の様に唱える「アン
ポンタリエ」の回数で時間を計った。
現在、船舶の航海日誌や無線業務日誌をLogBook 
と称するのは、上記に由来する。また海上での速度
を表す単位のノットは、ロープの結び目 (Knot) が
語源である。
■文明の利器も使い方次第
世界地図を参照すれば分かるように、地理上の北極
と磁気の北極との間には若干の隔たりがある。南極で
も同様である。その隔たりに起因する磁気コンパスの
磁気偏移についても、当時すでの知られ始めていた。
では磁気コンパスがあれば、船が目標に向けて
っ直ぐ走れたのか？必ずしもそうでもなかった。
「コロンブスの航海誌」には“船員達の舵取りが悪
く、船は北西、時には西北西へと流された。提督
（注：コロンブス）このため船員たちを幾度も叱責
した”（林屋永吉訳、岩波文庫）。サンタマリア号は
スペインからインドをめざして大西洋を西に向けて
進んでいたのだ。
またメルビルの「白鯨」には次のようなくだりがある。
エイハプ（注：船長）は人から離れて立ち、魅せ
られたように沈黙を長くつづけていた。揺れ進む
船がその紬のやり出しをこわごわ低くかがめてか
しぐたびに、彼は前面に太陽の光線が生まれてく
るのを見きわめようとし、また船が鑢を低くおろす
ときは（略）だが、急に何か心にかかることが生ま
れたと見えて、彼はいそいで舵のところにゆき、息
せいて、船の進路についてたずねた。『東南東。
船長』舵手はおどろきながらいった。『うそつきめ』
拳をかためて殴った。『朝この時刻に東を差しお
って（注：航路が東向きなのに）、何で太陽が船尾
にあるのじゃ』。
これを聞いたとき、みなのものが驚愕した。という
のは、いまエイハプがみとめた現象（注：太陽が船
首方向にあるはず）は、どういうわけからであった
か、他の誰にも気づかれていなかったのだ。おそ
らくは、ばかばかしいほど明瞭だったことが、その
原因でもあったろうか。（阿部友二訳、岩波文庫）
磁気コンパスは前の晩の落雷によって狂ってしま
っていたのを一等航海士以下誰も気が付かなかった
のである。いかなる文明の利器も、それを使う人間
の矧恵が伴わなければ“猫に小判”であることは、
今も同じである。
■世界はスペインとポルトガルのもの？
閑話休題。上に述べたように1492年、コロンブス
が新大陸を発見した。続いて1513年、新大陸の西に
広がる広大な海、太平洋がバルボアによって発見さ
れた。
そしてこれより早く、 1488年にはバルトロメオ・
デイアスがアフリカ南端の希望峰に達し、その東に
インド洋が広がっているのを目のあたりにしてい
る。その希望峰を回って北上したバスコダ・ガマが
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インドに達したのはデイアスの10年後、 1498年のこ
とであった。
1519年、マジェランは南米大陸南端の、後に彼の
名が冠せられる海峡を通って太平洋を横断する世界
一周航海の途についた。世界の海がひとつの航路で
結ばれた。
そして、これらの航海がすでに述べたような極め
て原始的な航法で実現されたのである。本船の位置
を見失えば、待ち受けるものは死である。当時の航
海者の勇気を賞賛せざるを得ない。
いわゆる大航海時代が始まると新航路発見の 2大
カトリック勢力、イスパニア（現スペイン）とポル
トガルの間で新領土の帰属をめぐる紛争がおきるよ
うになった。この紛争の回避策として1494年、ロー
マ法王は密かに、アフリカ西海岸沖のヴェルデ諸島
の西370レグア（約1850km)、現在の西経46度37分の経
線で地球を2分し、それより西すなわち「新大陸」
側をスペインに、東側つまり「旧大陸」側をポルト
ガルの領土として分け与えることにした。これが冊
に言う「トリデシリャス条約」である。なんとも乱
暴かつ傲慢な話である。
大西洋を2分するのは勝手だが、地球は丸いのだ
から、その経線の反対側の東経133度23分は日本を2
分することになる。岡山県と広島県の境あたりで、
西はポルトガル、東はスペインと言うことになる
（異説あり）。戦国時代初期の日本人はこの条約の存
在を知るよしもない。
この密約に基づいて、スペインは新大陸からの黄
金を、ポルトガルはインド航路を経由して香辛料を、
それぞれの船に満載して運び、莫大な富を得たので
ある。航海者たちを危険な航海に向けて船出させた
決死の勇気も、結局は“金”目当てだったのである。
■海賊の待ち伏せ
しかし、いつの冊にも上には上のわる者がいる。
この時代には、その決死の航海者と宝船を待ち伏せ
る海賊であった。
モルッカ諸島に到着したマジェランの船団：大航海の目的は黄金と香料であった。「トルデシリャス条約」にしたがって太平洋
を東から西へ航海したマジェランの船団は目指す香料の島、モルッカ諸島の到着して祝砲を鳴らした。（『航海と探検の世界史』）
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■国家公認の海賊行為
海賊船の中で最も猛威を振るったのがイギリスの
私掠船である。私掠船とは、国王が自国以外の商船
には海賊行為を認めるという免許状を与えられた船
長の指揮する海賊船である。こうなると海賊行為は、
もはや犯罪ではなく国家的プロジクトなのだ。
なかでも、キャプテン・サー・フランシス・ドレ
ークがその名誉ある海賊の箪頭であった。ドレーク
はマジェラン周航半泄紀後の1577年、ゴールデン・
ハインド号でイギリスを出帆し 3年間にわたる世界
一周航海を終え、 1580年に帰港した。その間に各地
でスペイン船から略奪した財宝は当時のイギリスの
国家予算に匹敵したという。
時の女王エリザベス一世は彼に爵位を授け貴族に
列した。
その爵位は女王が「ゴールデン・ハインド号」の
船上で行なっている。爵位の授与は宮殿において行
なわれるものあろうから、これは破格の扱いである。
ドレークはその後スペインの無敵艦隊を撃滅 (1588
年）して大英帝国の英雄として讃えられ、「ゴール
デン・ハインド号」は復元されて保存され展示公開
されている。イギリスが「海賊国家」と呼ばれるゆ
えんである。
再び閑話休題。経度を測るには、最初に述べたよう
に出帆した港との正確な時間差を知る必要がある。
お犬さまや呪文が当てにならないことはもとより、砂
時計や水時計でも経度を計る正確さは期待できない。
■出遭ったのが不運
と、するならば北極星の高度を観測して求められ
る緯度と磁気コンパスに頼る等緯度推測航法が船の
運行の中心になる。しかし、緯度に依存する航路は
おのずから限られる。
その限られた航路に海賊船が商船を待ち伏せるの
だ。あ、神よ・・・。
そんなある時、大西洋のアゾレス諸島沖でイギリ
スの軍艦こと私掠船6隻が例によって獲物を求めて
待ち伏せていた。不運にも通りかかったのは、イン
ドから帰航途上のスペインの商船マドレ・デ・デウ
ス号だった。
最新式真鍮製の銃32丁で応戦したがかなわず、積
荷のすべてが奪われた。その金額はイギリス国庫の
約半額に達したという。
マラッカ海峡など、制約された航路に海賊が出没
するのは現代でも同じである。もとよりこれらは正
真正銘の犯罪行為にほかならない。
爵位を受ける：世界一周航海を終えたキャプテン・ドレー クは、ゴー ルデン・ハインド号の船上でエリザベス女王から爵位を授けら
れた。（木俣滋郎『海洋探検の歴史』雄山閣出版、昭和48年 (Sailors,Paul Hamlynより））
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◇国際電気通信株式会社の
創立： 2 
宮入源太郎
(No.10から続く）
20世紀初頭の1901（明治34)年、マルコーニが大
西洋横断の無線通信に成功し、彼はその功績が認め
られ1909（明治42)年にはノーベル物理学賞を受賞
した。
その頃、日本の国際通信（電報）は、海底ケーブ
ルによる対欧通信はデンマーク国籍の大北電信（株）
に独占され、対米通信は米国商業太平洋海底電信
（株）に全面的に依存していた。
国家の軍事、外交、経済にとって、これは由々し
い問題であることが認識され始めていた。その日本
にとって、‘‘無線”こそが国際通信の主権を回復す
る活路と考えられた。海底ケーブルすなわち“有線”
より“無線”の方が、むしろ安価に実現できる見通
しもついたのである。
■船橋無線電信局が開局
そんな折、 1914（大正 3)年、米国マルコーニ無
線電信会社から、ハワイ経由で日本とサンフランシ
スコとの間に無線回線を開設する働きかけがあった。
それに呼応して1915（大正 4)年、逓信省は、その
前年に海軍が船橋（千業県）に設置した無線局を共
同利用して船橋無線電信局を開局し、細ぽそと対米
無線電儒回線を開設したのだった。
■逓信省、磐城無線電信局を完成
しかし、前々号でも述べた日米間の通信量の急増
に対応するには、独自の無線局が必要である。
逓信省は1921（大正10)年、原ノ町（現福島県い
わき市）に送信所 (400kW電弧式送信機および
400kW高周波発電機式送信機。波長14,500m
(20.7kHz)および15,000m (20kHz) の超長波）を、
富岡（福島県）に受信所（真空管式オートダイン受
信機設備）をそれぞれ建設して自前の磐城無線電信
局を完成させた。送信所の傘型アンテナを支える主
塔は高さ200メートル、地際の外径約17メートル、
総重量 1万1千トンの鉄筋コンクリート製の偉容を
誇った。この磐城無線電信局を用いてハワイ経由の
対米通信が本格的に開始された。しかしこれでもな
お十分とはいえなかった。
■関東大震災をアメリカに通報
1923（大正12)年9月1日、関東大震災で東京か
ら小笠原父島経由の太平洋海底ケーブル (No.10参
照）が切断したことを知った磐城局の米村無線局長
は、ハワイ中継でサンフランシスコのRCA局長宛て
に次のような電文（英文20語）を送信した。
「本日正午横浜において大地震に次いで大火災が
起こり、全市ほとんど猛火の中にあり、死傷算なく、
すべての交通通信機関途絶した。地名を横浜のみと
船橋無線電信局：送信アンテナは高さ 200mの主塔を中心に
半径 380mの円周上に等間隔に建てられた高さ60mの副塔18基
との間に放射状に展張された傘型アンテナ。送信機は瞬滅火花
式250kW、送信波長 5,000m（昼間） 7,000m（夜間）。
受信方式は真空管検波のオー トダイン（高周波／低周波増幅
なし）。
1916年11月16日、電信局が運用を開始するとアメリカのウ
イルソン大統領からの祝電が着信した。折り返し、大正天皇の
感謝の親電が送信された。
受信設備は1919年、東京芝公園逓信官吏練習所内の船橋分室
に移設され、ハワイとの間で送受信同時の二重通信を開始。さ
らに1920年には富岡受信所（福島県）が開設された。
（資料／写真（『わが国対外無線通信の黎明期』国際電信電話株
式会社、昭和51年）
5 -
したのは、東京方面の詳細な情報が未だ得れなかっ
たからである。（福島雄一『にっぽん無線通信史』
朱鳥社、 2002)。
この電報が発端となって、世界各地から救援の手
が差し延べられた。東京湾在泊中のこれや丸（東洋
汽船）など船舶局の活躍とともに、記憶に留めたい。
民設国際無線電信会社設立に向けて
逓信省の磐城無線電信局の建設と並行して、も‘
ひとつのストーリーが進行していた。
前々号に述べた経緯で、民間協力による日米海底電
信株式会社の創設は幻（まぽろし）に終った。が、
しかしその設立事務所は残っていたのである。
幻の事務所が始動
同事務所は、当初の海底ケーブルすなわち“有線”
による計画を“無線”に変更すべく、 1920（大正 9)年
に逓｛言大臣宛てに「海外通伯専用大無線電信局設置
たものの、対欧通信は基本的には明治維新の大北電
信の海底ケーブルに依存したままだったからである。
しかし、民間通信会社設立の申請に逓信省の反応
は冷やかだった。無線電信法では“無線電信及無線
電話ハ政府之ヲ管掌ス’'と、電気通信は国営が基本
であった。他方、欧米先進諸国では、最初は“無線”
に懐疑的な人びとが少なくなかったものの、マルコ
ーニがノーベル賞の“お墨つき”を得た後は、無線
通信が着々と普及し始めていた。しかし“無線’'は
ようやく認知されたが、電離層の存在は未だ実証さ
れておらず、短波で長距離通信が可能なことに、人
びとは気づいていなかった。長距離通信のためには、
地球の湾曲面に沿って伝搬する長波が有利と考えら
れていたのである。
国際通信への認識
必然的に、長波の周波数割当てをめぐる争奪戦が
国際間で激化していた。当時の国際（長距離）無線
に関する申 を提出して行動を開始した。逓信省 通信は、波長が8,000m（周波数： 37.5kHz)から
の磐城無線局で対米通徊は曲りなりにもせよ解決し 30,000m (lOkHz)の超長波が使用されていた。無線
逓信省磐城無線電信局 写真左：原ノ町に建設されたありし日の200m送信アンテナ主塔（鉄筋コンクリー ト製、 1981年解体）
（二上英朗『原町無線塔物語』福島中央テレピ、昭和59年）
写真上中：送信用35kW電弧発振機（『わが国対外無線通信の黎明期』）
写真上右：送信用高周波発電機、左側は駆動用電動機、左奥に同調コンデンサ、右に同コイルが見える。（『わが国対外無線通信の黎
明期』）
写真右下：富岡受信所全景、船橋時代の受信所が整備拡充された（『わが国対外無線通信の黎明期』）
1921年7月3日、無線電信局の開局当日の原ノ町は野田卯太郎逓信大臣ら政府高官はじめ中央から多数の来賓を迎えてお祭りのよう
に賑わった。大臣祝辞に続いて原敬総理の祝辞が読み上げられ、花火が打ち上げられて、飛行機が祝賀飛行を行った。町民の大多数は
初めて飛行機を見て驚いた。さまざまなアトラクションが繰りひろげられ“無電餅＇が売り出されたという。（『原町無線塔物語』）
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に割当て可能な周波数は130波程度で、その割当
てをめぐる協定は、 1920（大正 9)年に開催された
国際通信予備会議（注）でも討議されたが、結論に
至らなかった。 1922（大正11)年のワシントン海軍
軍縮会議では、政府の重要な訓令が加藤友三郎全権
代表に届くまでに48時間もかかり、諸外国との情報
通信能力の格差が歴然とするような事態も生じた。
このままでは日本は無線通信の競争から取り残され
ることが危惧され、国際通信システム整備の重要性
が改めて認識されたのである。
注：周波数割当は本来、国際無線電信会議の所管事項である。
しかし、第一次世界大戦でドイツが敗戦国となったため、
同国が中心となって1906（明治39)年に組織されてい
た国際無線電信会議が開催できず、アメリカが提唱して
この国際通信予備会議がワシントンで開催された。主な
議題は、万国電信連合 (1865年結成：有線電気通信に関
する国際組織）と国際無線電信連合の併合であった。
“設備民営化”論の台頭
設備の重要性は認識されたものの、超長波大電力
無線局の建設には多額の経費を要し、関東大震災か
らの復興と、第一次冊界大戦後の不況に苦しむ政府
◇最近
昨年度後期から今年度前期にかけて、資料館の
な活動状況は、次の通りである。
.展示
次のように展示を行った。
新入生対象
新入生を対象として、今年4月から 6月まで侮週
4回（『歴史資料館ニュース』 N0.11参照）開館し、
展示パネル“電気通信大学100年”の提示を中心と
して、同タイトルの資料を配布しながら、電通大の
歴史を集中的に解説した。
在来生対象
在来生を対象にして、上記 (1)の期間と夏期休
暇および春期休暇の期間以外は、侮週4回（月、水、
金、土）の各昼休みに開館した。
調布祭／新年仕事始め
調布祭と新年仕事始めには特別開館した。
卒業生／地域の人びと対象
卒業生／地域の人びとに対しては、来館の都度、
あるいは事前の申出に応じて開館した。
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の財政状態では、その負担に耐えられなかった。
そのため、民間資金を活用して無線局を建設し、通
信役務は逓信省が直接提供する、いわゆる“設備民
営化”論が台頭した。 1923（大正12)年、「民設国
際無線電信に関する件」が閣議決定されたのである。
受信所で国際通信に従事する無線通信士： （『原町無線
塔物語』）送信所との間は有線回線で接続された。
記念行事：マルコーニ・イヤーヘの参加
1901（明治34)年にマルコーニが大西洋横断の無
線通信に成功した100年目を記念して、 2001年をマ
ルコーニ・イヤーとして、電通大でさまざまな催し
が行われた。
歴史資料館は12月12日（水）記念講演会を開催し
てこの催しに参加した。
講演の演題と講師は
「電波通信の黎明」（桑嶋陽一）
「無線通信と電離圏」（福田喬）であった。
詳細は『電気通信大学ニュース』 No.30(2001年
12月／02年1月号）を参照のこと。
.広報活動
ホー ムペ＿ジ
資料館の活動状況と展示／所蔵品を逐次更新しな
がら紹介した。
ポスター
上記の経常的な展示ならびに特別展示、さらには
記念事業への参加の都度、ポスターを掲出して広報
した。
調布ケープルTV「eーキャンパス」
調布ケーブルTVの電通大広報番組「 eーキャン
パス」にシナリオを提供し、資料館内での撮影に協
力した。番組は2002年3月に放送され好評を得た。
『電気通信大学ニュース』への連載
総務課に原稿を提供して“電気通信大学100年”
を同『ニュース』 No.21(2000年6/7号）より連載を
開始し、継続中である。
No.28 (2001年8/9月号） ：電気通信大学100年
-“目黒無線講”の卒業生①ー〔卒業生：藤原
寛人／作家：新田次郎／こころ豊かな人間像〕
No;29 (2001年10/11月号） ：電気通信大学100年
-“目黒無線講”の卒業生②ー〔卒業生：
清都誠ー／満州航空（株）に入社／当時の航
空界／欧亜航空路線の開設をめざして／航空
界の再編成／大日本航空（株）に転勤／終戦、
そして電通大の教官に〕
No.30 (2001年12月／02年 1月号） ：電気通信大学
100年団—“目黒無線講”の卒業生③ー〔卒
業生：杉本哲／日本放送協会に就職／非凡な
才能を発揮／最初の第一級無線技術士／技術
研究所で論文誌の絹集／わが道を行く〕
No.31 (2002年2/3月号） ：電気通信大学100年
-“目黒無線講”の卒業生④ー〔“空”への関
心の高まり／卒業生：柏崎栄太郎・リンドバ
ーグ夫妻来る・不時着水・決死の救援活動・
困難を克服しながら・リンドバーグと避遁〕
No.32 • 33 (2002年4/5/6/7月号） ：電気通信大学100
年⑪一‘‘目黒無線講”の卒業生④続ー〔卒業
生：柏崎栄太郎（前号から続く） ．眩しいア
ン夫人の笑顔・根室へ出発直前のエンジン・
トラブル・計吐夷島の風下に曳航．粗末な通
信機器・新知島の武魯屯湾へ曳航．憂愁のア
ン夫人を慰める・待望の武魯屯湾へ入港〕
下記の貴重な資料の寄贈を受けた。寄贈者のご好意に衷心から御礼申上げる。
太平洋学会：複写機、陳列ケース、その他
同学会の事務室模様替えに伴い、標記の什器類と
太平洋島嶼の文化的資料に加えて『環海異聞』絵画
（複製）の寄贈を受けた。文化的資料については、
資料館のスペースが拡張され次第展示する。
日本アマチュア無線連盟：蒐集／所蔵品一式
同連盟の事務室縮小に伴い、これまで蒐集／所蔵
してきたアマチュア無線関連の貴重な蒐集／所蔵品
ー式の寄贈を受け展示した。
石川俊彦氏（元自衛官） ：軍用通信機一式
軍用通信機：太平洋戦争中に米軍の航空機に搭載
された無線機器の中心をなしていたAN/ARC-5シリ
ーズの送信機／受信機。当時の軍用無線の技術水準
を知る上で必須の資料である。
東京大学電気系図書館：『電信協會々誌』
1892（明治25)年に逓信省の浅野応輔が電信協會
を設立すると、同協會に官民の若い技術者たちが集
まり、新しい知識を求め研鑽に努めた。その新技術
普及活動の中心が『電信協會々誌』で、マルコーニ
の無線電信などもいち早く紹介された。
1918（大正7)年に電信協會が・母体となって本学
の前身校「無線電信講習所」が設立されると、同誌
には「講習所」の運営に関する記事も記載された。
したがってこの『電信協會々誌』一揃は日本の電気
通信の歴史ばかりでなく、電通大の成立ちを知る
で、きわめて貴重な文献である。
東京農工大学の高橋雄造教授のご憲力で当資料館
への寄贈が実現した。
（株） NTT：海底ケーブル中継器
国内光海底ケーブルの中継器。光ケーブルが敷設
され始めた1980年代初頭、光を電気信号に変換して
増幅し再び光に変換して伝送する、技術的にきわめ
て興味深い方式が採用された中継機である。
（社）共同通信社：平面走査型FAX送画装置
FAXの送画装置が回転円筒型から平面走査型に
移行した1970年代の製品。共同通信社が船舶向けの
無線FAX「共同ニュース」を送信するために使用
した。
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